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はじめに

行政コスト計算書
（PL)

純資産変動計算書
（NW)

資金収支計算書
（CF)

うち

現金

預金

固定資産等

の変動

　　　　　　　＋本年度末
　　　　　　　歳計外現金残高

※１　貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度末歳
　計外現金残高を足したものと対応します。

※２　貸借対照表の「純資産」の金額は、純資産変動計算書の本年度末残高と対応します。

※３　行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。

経常収益

　地方公共団体における予算・決算に係る会計制度（企業会計を除く官庁会計）は、これま

で単年度における現金収支を単純に表現した「現金主義会計」（単式簿記）が採用されてい

ます。

　平成27年1月に総務省から「統一的な基準による地方公会計マニュアル」が示され、平成

28年度決算より「統一的な基準による財務書類」を作成し公表しております。

　新たな公会計制度を導入することで、「発生主義会計」（複式簿記）に表れる「資産や債務

の状況管理」「財務情報の開示」を行い、現金主義会計を補完するものです。

財務書類4表構成の相互関係図

貸借対照表（BS）

純資産 本年度末残高 本年度末残高

資産

前年度末残高

臨時損失 財源 財務活動収支

臨時利益

純行政コスト

負債 経常経費 前年度末残高 業務活動収支

投資活動収支純行政コスト
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費

等 地
方

債
・
借

入
金

の

償
還

利
子

等

使
用

料
・
手

数
料

等
、

利
子

等

資
産

売
却

益
等

行
政

コ
ス

ト
計

算
書

◆
行

政
コ

ス
ト

計
算

書
は

、
1年

間
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

が
ど

の
よ

う
な

形
で

、
ど

れ
だ

け
行

わ
れ

た
か

を
「
費

用
」と

「
収

益
」
で

表
す

フ
ロ

ー
の

計
算

書
で

す
。

民

間
企

業
に

お
け

る
「
損

益
計

算
書

」
に

あ
た

り
ま

す
。

◆
人

件
費

は
町

の
職

員
給

与
、

議
員

報
酬

、
福

利
厚

生
費

な
ど

の
ほ

か
、

ア
ル

バ
イ

ト
の

給
料

や
講

師
謝

礼
も

含
み

ま
す

。

◆
物

件
費

等
に

は
資

産
管

理
の

た
め

の
費

用
が

主
に

計
上

さ
れ

、
そ

の
う

ち
減

価
償

却
費

は
約

1
6
億

円
を

占
め

、
建

物
等

の
1
年

間
の

価
値

減
少

分
と

と
ら

え
、

1
年

間
当

該
資

産
を

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
で

使
用

し
た

こ
と

に
よ

る
コ

ス
ト

と
な

り
ま

す
。

◆
移

転
費

用
は

直
接

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
費

用
で

な
く
、

町
を

通
じ

て
外

部
へ

移
転

し
た

金
額

で
す

。
「社

会
保

障
給

付
」は

主
に

扶
助

費
で

す
。

◆
一

般
会

計
に

お
け

る
経

費
の

内
訳

を
見

る
と

、
経

常
費

用
の

う
ち

、
人

件
費

が
占

め
る

割
合

は
約

1
5

.9
%

、
減

価
償

却
費

を
含

む
物

件
費

等
の

割
合

は
約

4
4

.2
%

、
地

方
債

利
息

を
含

む
そ

の
他

業
務

費
用

の
割

合
は

約
1

.3
%

で
す

。
ま

た
、

各
団

体
へ

の
補

助
金

や
負

担
金

、
扶

助
費

を
主

と
す

る
移

転
費

用
の

割
合

は
3

8
.5

%
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
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前
年

度
末

純
資

産
残

高
3
6
,4

8
8
,2

8
1
,5

2
1

純
行

政
コ

ス
ト

（
△

）
△

 8
,2

5
3
,7

7
8
,9

3
1

財
源

7
,4

6
9
,4

8
2
,6

0
4

本
年

度
差

額
△

 7
8
4
,2

9
6
,3

2
7

資
産

評
価

差
額

-

無
償

所
管

替
等

1
4
4
,0

3
1
,3

8
3

本
年

度
純

資
産

変
動

額
△

 8
1
0
,0

4
9
,5

8
0

本
年

度
末

純
資

産
残

高
3
5
,6

7
7
,2

3
1
,9

4
1

　
　

純
資

産
変

動
計

算
書

　
　

　
単

位
：
円

本
年

度
末

純
資

産
残

高
－

前
年

度
末

純
資

産
残

高
＝

本
年

度
純

資
産

変
動

額

純
資

産
変

動
計

算
書

◆
純

資
産

変
動

計
算

書
は

、
貸

借
対

照
表

に
計

上
さ

れ
て

い
る

資
産

か
ら

負
債

を

差
し

引
い

た
純

資
産

が
、

1
年

間
で

ど
の

よ
う

に
増

減
し

た
か

を
表

す
フ

ロ
ー

の
計

算

書
で

す
。

純
行

政
コ

ス
ト

な
ど

と
町

税
や

補
助

金
な

ど
を

比
較

し
、

負
担

を
先

送
り

し

た
か

ど
う

か
が

わ
か

り
ま

す
。

◆
純

資
産

を
減

少
さ

せ
る

要
因

で
も

あ
る

純
行

政
コ

ス
ト

が
約

8
3億

円
に

対
し

て
財

源
が

約
7

5
億

円
と

な
り

、
「本

年
度

差
額

」が
約

8億
円

の
マ

イ
ナ

ス
と

な
り

ま
し

た
。

マ
イ

ナ
ス

8
億

円
と

な
っ

た
こ

と
で

、
本

年
度

末
純

資
産

は
約

3
5

7
億

円
と

な
り

ま
し

た
。

◆
「本

年
度

差
額

」が
マ

イ
ナ

ス
と

な
っ

た
場

合
は

、
当

年
度

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
提

供

に
か

か
っ

た
コ

ス
ト

（純
行

政
コ

ス
ト

）
が

当
年

度
の

財
源

（
税

収
等

、
国

県
等

補
助

金
）だ

け
で

賄
え

て
い

な
か

っ
た

こ
と

を
表

し
、

「
将

来
世

代
」に

負
担

額
を

先
送

り
し

た
こ

と
を

示
し

ま
す

。

◆
平

成
3

0
年

度
一

般
会

計
で

は
、

本
年

度
純

資
産

変
動

額
が

マ
イ

ナ
ス

約
8億

円

(8
億

円
の

赤
字

)と
な

っ
て

い
ま

す
。

平
成

3
0年

度
は

約
8
億

円
の

負
債

を
「
将

来
世

代
」へ

引
き

継
い

だ
こ

と
に

な
り

ま
す

。

無
償

譲
渡

ま
た

は
取

得
固

定
資

産
の

評

価
額

等

有
価

証
券

等
の

評
価

差
額

-5-



１
．

業
務

活
動

収
支

60
9,

59
7,

29
8

２
．

投
資

活
動

収
支

△
 1

,0
31

,6
70

,9
73

３
．

財
務

活
動

収
支

29
6,

92
0,

12
7

本
年

度
資

金
収

支
額

△
 1

25
,1

53
,5

48

前
年

度
末

資
金

残
高

51
1,

49
3,

48
4

本
年

度
末

資
金

残
高

38
6,

33
9,

93
6

前
年

度
末

歳
計

外
現

金
残

高
59

,9
93

,5
52

本
年

度
歳

計
外

現
金

増
減

額
8,

73
1,

21
2

本
年

度
末

歳
計

外
現

金
残

高
68

,7
24

,7
64

本
年

度
末

現
金

預
金

残
高

45
5,

06
4,

70
0

C
F
　
業

務
活

動
収

支
60

9,
59

7,
29

8

C
F
 支

払
利

息
支

出
66

,1
31

,2
49

C
F
　
投

資
活

動
収

支
△

 1
,0

31
,6

70
,9

73

基
礎

的
財

政
収

支
△

 3
55

,9
42

,4
26

　
　

　
　

資
金

収
支

計
算

書
  

 単
位

：
円

(基
礎

的
財

政
収

支
)

毎
年

継
続

的
な

行
政

サ
ー

ビ
ス

収
支

資
産

形
成

、
投

資
・

出
資

金
の

取
得

、
売

却
等

収
支

地
方

債
の

発
行

・
償

還
等

収
支

資
金

収
支

計
算

書

◆
資

金
収

支
計

算
書

は
、

現
金

（資
金

）の
出

入
が

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
を

示
す

も
の

で
す

。
そ

の
収

支
を

性
質

に
応

じ
て

、
町

が
ど

の
よ

う
な

活
動

に
資

金
を

必
要

と
し

て
い

る
か

を
表

し
ま

す
。

平
成

29
年

度
末

で
は

、
約

5.
1
億

円
だ

っ
た

資
金

が
約

1
.2

億
円

減
少

し
、

平
成

3
0年

度
末

で
は

約
3

.9
億

円
と

な
り

ま
し

た
。

◆
平

成
3

0
年

度
の

業
務

活
動

収
支

は
プ

ラ
ス

の
約

6.
1
億

円
、

投
資

活
動

収
支

は

マ
イ

ナ
ス

の
約

1
0

.3
億

円
、

財
務

活
動

収
支

は
プ

ラ
ス

の
約

3
.0

億
円

で
、

本
年

度

の
資

金
収

支
ト

ー
タ

ル
は

マ
イ

ナ
ス

1.
2
億

円
と

な
っ

て
い

ま
す

。
結

果
と

し
て

、
本

年
度

末
現

金
預

金
残

高
は

約
3

.9
億

円
と

な
っ

て
い

ま
す

。
貸

借
対

照
表

の
現

金

預
金

と
一

致
し

ま
す

）。

◆
「３

．
財

務
活

動
収

支
」は

主
に

地
方

債
の

元
利

償
還

支
出

と
新

規
地

方
債

の
発

行
に

よ
る

収
入

と
な

り
、

マ
イ

ナ
ス

と
な

る
こ

と
が

良
い

指
標

で
す

。
町

で
は

、
平

成

3
0
年

度
は

約
3

.0
億

円
の

プ
ラ

ス
に

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

は
新

規
発

行
地

方
債

の
発

行
が

償
還

を
上

回
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
す

。

◆
資

金
収

支
計

算
書

か
ら

財
務

活
動

収
支

及
び

業
務

活
動

収
支

の
支

払
利

息
支

出
を

除
く
こ

と
に

よ
り

基
礎

的
財

政
収

支
（プ

ラ
イ

マ
リ

ー
バ

ラ
ン

ス
）を

簡
便

的
に

算
出

で
き

ま
す

。
基

礎
的

財
政

収
支

は
マ

イ
ナ

ス
約

3.
6
億

円
と

な
っ

て
い

ま
す

。

マ
イ

ナ
ス

に
な

っ
て

い
る

場
合

は
、

政
策

等
に

よ
っ

て
一

時
的

な
マ

イ
ナ

ス
は

考
え

ら
れ

ま
す

が
、

継
続

的
な

マ
イ

ナ
ス

に
な

る
と

注
意

が
必

要
で

す
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【
財

務
書

類
分

析
】

分
析

対
象

：
様

住
民

一
人

当
た

り
資

産
額

類
団

、
近

隣
3
,1

2
8
,8

6
8

　
B

S
資

産
の

部
合

計
／

住
民

基
本

台
帳

人
口

　
町

が
保

有
し

て
い

る
資

産
を

平
成

30
年

度
末

の
住

民
基

本
台

帳
人

口
（1

5,
69

5人
）で

除
し

た
も

の
で

、
住

民
一

人
当

た
り

の
分

配
額

を
表

し
た

も
の

で
す

。

歳
入

額
対

資
産

比
率

経
年

4
.7

　
B

S
資

産
の

部
合

計
／

C
F
歳

入
総

額
　

こ
れ

ま
で

に
整

備
さ

れ
た

社
会

基
盤

資
本

（道
路

、
公

園
、

学
校

な
ど

）の
資

産
が

何
年

分
の

歳
入

に
相

当
す

る
か

を
表

す
も

の
で

、
資

産
形

成
の

度
合

い
を

表
し

た
も

の
で

す
。

資
産

老
朽

化
比

率
経

年
6
5
.3

%
　

B
S
減

価
償

却
累

計
額

／
{(
B

S
有

形
固

定
資

産
合

計
-建

設
仮

勘
定

-
土

地
)

+B
S
減

価
償

却
累

計
額

}

　
有

形
固

定
資

産
の

う
ち

、
土

地
以

外
の

償
却

資
産

（建
物

、
工

作
物

、
物

品
な

ど
）に

つ
い

て
、

耐
用

年
数

に
対

し
て

資
産

の
取

得
か

ら
ど

の
程

度
経

過
し

て
い

る
か

を
表

し
、

老
朽

化
の

進
み

具
合

を
表

し
た

も
の

で
す

。

純
資

産
比

率
経

年
7
2
.7

%
　

B
S
純

資
産

の
部

合
計

／
B

S
資

産
の

部
合

計
×

10
0

　
総

資
産

の
う

ち
借

金
の

返
済

を
必

要
と

し
な

い
資

産
（純

資
産

）が
ど

の
く
ら

い
の

割
合

か
を

表
し

て
い

ま
す

。

社
会

資
本

等
形

成
の

世
代

間
負

担
比

率
経

年
、

類
団

、
近

隣
2
8
.7

%
<将

来
世

代
の

負
担

割
合

>
　

B
S
地

方
債

／
(B

S
有

形
固

定
資

産
合

計
+B

S
無

形
固

定
資

産
合

計
)×

10
0

　
社

会
基

盤
資

本
（道

路
、

公
園

、
学

校
な

ど
）の

整
備

結
果

を
示

す
有

形
固

定
資

産
（事

業
用

資
産

、
イ

ン
フ

ラ
資

産
、

物
品

）を
町

債
な

ど
の

借
入

れ
に

よ
っ

て
ど

う
れ

く
ら

い
調

達
し

た
か

を
表

し
て

い
ま

す
。

住
民

一
人

当
た

り
負

債
額

経
年

、
類

団
、

近
隣

8
5
5
,7

0
9

　
B

S
負

債
の

部
合

計
／

住
民

基
本

台
帳

人
口

　
地

方
債

な
ど

の
負

債
総

額
を

平
成

30
年

度
末

の
住

民
基

本
台

帳
人

口
（1

5,
69

5人
）で

除
し

た
も

の
で

、
こ

れ
ま

で
の

行
政

活
動

に
よ

っ
て

生
じ

た
負

債
が

、
住

民
一

人
当

た
り

ど
れ

く
ら

い
あ

る
の

か
表

し
て

い
ま

す
。

基
礎

的
財

政
収

支
(プ

ラ
イ

マ
リ

ー
バ

ラ
ン

ス
)

経
年

△
 3

5
5
,9

4
2
,4

2
6

　
(C

F
業

務
活

動
収

支
+C

F
投

資
活

動
収

支
)+

C
F
支

払
利

息
支

出
　

公
債

の
元

利
償

還
額

を
除

い
た

歳
出

と
借

入
れ

で
あ

る
地

方
債

収
入

を
そ

れ
ぞ

れ
支

出
と

収
入

か
ら

除
き

、
基

本
的

な
財

政
収

入
と

支
出

の
バ

ラ
ン

ス
が

良
好

か
ど

う
か

表
し

ま
す

。

 効
率

性

住
民

サ
ー

ビ
ス

は
効

率
的

か
住

民
一

人
当

た
り

行
政

コ
ス

ト
経

年
、

近
隣

5
2
5
,8

8
6

　
P

L
純

行
政

コ
ス

ト
／

住
民

基
本

台
帳

人
口

　
行

政
コ

ス
ト

計
算

書
で

算
出

さ
れ

る
行

政
コ

ス
ト

を
平

成
30

年
度

末
の

住
民

基
本

台
帳

人
口

（1
5,

69
5人

）で
除

し
た

も
の

で
住

民
一

人
当

た
り

の
行

政
コ

ス
ト

を
表

し
て

い
ま

す
。

 弾
力

性

資
産

形
成

を
行

う
余

裕
は

ど
れ

く
ら

い
あ

る
か

行
政

コ
ス

ト
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ど
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決算対象年度： 平成30年度
会計 ： 一般会計

（単位：円）

金　　額 金　　額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 46,730,420,921 固定負債 11,976,151,028
有形固定資産 42,153,163,373 地方債 10,846,946,866
事業用資産 23,086,064,045 地方債 7,057,478,407
土地 5,679,065,015 臨時財政対策債 3,789,468,459
立木竹 7,752,387,951 長期未払金 -
建物 28,502,293,596 退職手当引当金 1,108,846,992
建物減価償却累計額 △ 20,030,767,272 損失補償等引当金 -
工作物 1,650,967,703 その他 20,357,170
工作物減価償却累計額 △ 1,132,958,414 リース債務 -
船舶 - その他固定負債 20,357,170
船舶減価償却累計額 - 流動負債 1,454,206,803
浮標等 - １年内償還予定地方債 1,269,451,234
浮標等減価償却累計額 - 地方債 938,594,544
航空機 - 臨時財政対策債 330,856,690
航空機減価償却累計額 - 未払金 -
その他 - 未払費用 -
その他減価償却累計額 - 前受金 -
建設仮勘定 665,075,466 前受収益 -

インフラ資産 18,779,482,145 賞与等引当金 116,030,805
土地 192,791,010 預り金 68,724,764
建物 - その他 -
建物減価償却累計額 - リース債務 -
工作物 43,178,194,046 その他流動負債 -
工作物減価償却累計額 △ 26,143,654,550 13,430,357,831
その他 - 【純資産の部】
その他減価償却累計額 - 固定資産等形成分 48,629,587,241
建設仮勘定 1,552,151,639 余剰分（不足分） △ 12,952,355,300

物品 2,417,166,092
物品減価償却累計額 △ 2,129,548,909

無形固定資産 32,346,292
ソフトウェア 32,238,292
ソフトウェア 158,960,471
ソフトウェア減価償却累計額 △ 126,722,179
ソフトウェア仮勘定 -

その他 108,000
その他無形固定資産 4,608,070
その他減価償却累計額 △ 4,500,070
その他無形仮勘定 -

投資その他の資産 4,544,911,256
投資及び出資金 140,746,176
有価証券 19,600,000
出資金 67,735,000
その他 53,411,176

投資損失引当金 -
長期延滞債権 102,855,902
長期貸付金 47,900,100
基金 4,270,344,050
減債基金 1,431,838,677
その他 2,838,505,373

その他 -
徴収不能引当金 △ 16,934,972

流動資産 2,377,168,851
現金預金 455,064,700
歳計現金 386,339,936
歳計外現金 68,724,764

未収金 22,942,200
短期貸付金 6,245,600
基金 1,892,920,720
財政調整基金 1,892,920,720
減債基金 -

棚卸資産 -
その他 -
徴収不能引当金 △ 4,369 35,677,231,941

49,107,589,772 49,107,589,772資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計

貸借対照表（会計別)
平成３１年　３月３１日現在

科　　　　　　目 科　　　　　　目
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決算対象年度： 平成30年度
会計 ： 一般会計

（単位：円）

金　　　額

経常費用 9,058,190,304
業務費用 5,568,092,803
人件費 1,440,871,271
職員給与費 1,244,420,393
給料 680,303,816
時間外手当 34,253,458
その他職員手当等 529,863,119

賞与等引当金繰入額 116,030,805
退職手当引当金繰入額 -
その他 80,420,073

物件費等 4,005,884,557
物件費 1,637,732,207
維持補修費 621,660,878
減価償却費 1,624,272,035
事業用建物 638,710,919
事業用工作物 41,696,857
事業用船舶 -
事業用浮標等 -
事業用航空機 -
事業用その他 -
インフラ建物 -
インフラ工作物 865,500,429
インフラその他 -
物品 67,347,184
ソフトウェア 11,016,646
その他無形 -

その他 122,219,437
その他の業務費用 121,336,975
支払利息 66,131,249
徴収不能引当金繰入額 5,404,945
その他 49,800,781
費用調整勘定 -
その他 49,800,781

移転費用 3,490,097,501
補助金等 2,197,879,417
社会保障給付 660,310,350
他会計への繰出金 629,965,808
その他 1,941,926

経常収益 785,596,589
使用料及び手数料 173,601,760
その他 611,994,829
収益調整勘定 497,982,696
その他 114,012,133

純経常行政コスト △ 8,272,593,715
臨時損失 53,883,173
災害復旧事業費 1,230,800
資産除売却損 52,652,373
投資損失引当金繰入額 -
損失補償等引当金繰入額 -
その他 -

臨時利益 72,697,957
資産売却益 -
その他 72,697,957

純行政コスト △ 8,253,778,931

行政コスト計算書（会計別)
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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決算対象年度： 平成30年度
会計 ： 一般会計

（単位：円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

前年度末純資産残高 36,488,281,521 48,905,164,299 △ 12,416,882,778
純行政コスト（△） △ 8,253,778,931 △ 8,253,778,931
財源 7,469,482,604 7,469,482,604
税収等 6,269,534,067 6,269,534,067
地方税 1,449,399,993 1,449,399,993
地方譲与税 68,653,000 68,653,000
税交付金 333,843,000 333,843,000
地方特例交付金 6,476,000 6,476,000
地方交付税 4,141,806,000 4,141,806,000
寄附金 155,752,000 155,752,000
他会計繰入金 30,639,784 30,639,784
その他 82,964,290 82,964,290

国県等補助金 1,199,948,537 1,199,948,537
本年度差額 △ 784,296,327 △ 784,296,327
固定資産の変動（内部変動） △ 419,608,441 419,608,441
有形固定資産等の増加 1,442,593,398 △ 1,442,593,398
有形固定資産等の減少 △ 1,676,924,408 1,676,924,408
貸付金・基金等の増加 492,273,947 △ 492,273,947
貸付金・基金等の減少 △ 677,551,378 677,551,378

資産評価差額 - -
無償所管換等 144,031,383 144,031,383
内部取引 - -
その他 △ 170,784,636 △ 170,784,636
固定資産照合勘定 4,779,305 4,779,305
固定資産売却収入 4,779,305 4,779,305
固定資産連携（売却価額） - -

その他純資産変動 △ 175,563,941 △ 175,563,941
本年度純資産変動額 △ 811,049,580 △ 275,577,058 △ 535,472,522
一般財源等充当調整額 - -
本年度末純資産残高 35,677,231,941 48,629,587,241 △ 12,952,355,300

純資産変動計算書（会計別)
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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決算対象年度： 平成30年度
会計 ： 一般会計

（単位：円）

金　　　額

【業務活動収支】
業務支出 7,417,662,658
業務費用支出 3,927,565,157
人件費支出 1,434,481,255
物件費等支出 2,391,872,794
支払利息支出 66,131,249
その他の支出 35,079,859
支出調整勘定 -
その他の支出 35,079,859

移転費用支出 3,490,097,501
補助金等支出 2,197,879,417
社会保障給付支出 660,310,350
他会計への繰出支出 629,965,808
その他の支出 1,941,926

業務収入 8,018,636,756
税収等収入 6,267,241,319
国県等補助金収入 981,164,248
使用料及び手数料収入 159,397,080
その他の収入 610,834,109
収入調整勘定 497,982,696
その他の収入 112,851,413

臨時支出 1,230,800
災害復旧事業費支出 1,230,800
その他の支出 -

臨時収入 9,854,000
業務活動収支 609,597,298
【投資活動収支】
投資活動支出 1,893,954,056
公共施設等整備費支出 1,442,593,398
基金積立金支出 443,680,658
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 7,680,000
その他の支出 -

投資活動収入 862,283,083
国県等補助金収入 208,930,289
基金取崩収入 638,564,824
貸付金元金回収収入 10,008,665
資産売却収入 4,779,305
その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,031,670,973
【財務活動収支】
財務活動支出 1,228,182,813
地方債償還支出 1,228,182,813
その他の支出 -

財務活動収入 1,525,102,940
地方債発行収入 1,507,852,000
その他の収入 17,250,940

財務活動収支 296,920,127
本年度資金収支額 △ 125,153,548
一般財源等充当調整額 -
業務活動 -
投資活動 -
財務活動 -

前年度末資金残高 511,493,484
本年度末資金残高 386,339,936

前年度末歳計外現金残高 59,993,552
本年度歳計外現金増減額 8,731,212
本年度末歳計外現金残高 68,724,764
本年度末現金預金残高 455,064,700

資金収支計算書（会計別)
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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,
0
4
5

土
地

5
0
9
,
1
4
0
,
4
8
3
2
,
1
2
0
,
3
9
3
,
8
2
3

1
9
0
,
8
6
3
,
9
7
0

5
1
0
,
2
6
7
,
9
4
2

6
4
3
,
9
4
1
,
6
0
2

8
5
,
5
4
1
,
2
7
6

1
,
5
5
0
,
2
9
6
,
0
0
2
6
8
,
6
1
9
,
9
1
7

5
,
6
7
9
,
0
6
5
,
0
1
5

立
木
竹

-
1
4
,
1
8
9
,
9
7
0

-
-

7
,
7
3
8
,
1
9
7
,
9
8
1

-
-

-
7
,
7
5
2
,
3
8
7
,
9
5
1

建
物

4
7
2
,
4
9
6
,
1
8
1
4
,
0
4
5
,
7
0
6
,
8
7
3

1
5
8
,
2
2
0
,
6
6
5

1
,
5
3
9
,
1
4
0
,
8
7
2

8
6
7
,
0
8
5
,
8
0
9

1
7
3
,
5
2
5
,
3
7
1

1
,
2
1
5
,
3
5
0
,
5
5
3

-
8
,
4
7
1
,
5
2
6
,
3
2
4

工
作
物

8
2
,
2
0
6
,
4
6
6

2
1
0
,
4
9
0
,
3
4
4

7
,
6
2
0
,
4
0
1

5
0
,
1
1
4
,
2
8
5

1
1
5
,
7
5
1
,
3
0
3

1
,
9
3
3
,
2
0
0

4
9
,
8
9
3
,
2
9
0

-
5
1
8
,
0
0
9
,
2
8
9

船
舶

-
-

-
-

-
-

-
-

-

浮
標
等

-
-

-
-

-
-

-
-

-

航
空
機

-
-

-
-

-
-

-
-

-

そ
の
他

-
-

-
-

-
-

-
-

-

建
設
仮
勘
定

-
1
9
4
,
9
4
2
,
7
6
0

-
4
6
3
,
0
8
4
,
3
4
8

9
0
3
,
1
5
8

6
,
1
4
5
,
2
0
0

-
-

6
6
5
,
0
7
5
,
4
6
6

イ
ン
フ
ラ
資
産

9
,
7
4
2
,
1
7
3
,
8
5
2

-
1
2

9
,
5
4
3
,
0
4
0

9
,
0
1
9
,
0
3
3
,
4
4
1

8
,
7
3
1
,
8
0
0

-
-

1
8
,
7
7
9
,
4
8
2
,
1
4
5

土
地

1
5
8
,
8
6
9
,
4
1
8

-
-

-
3
3
,
9
2
1
,
5
9
2

-
-

-
1
9
2
,
7
9
1
,
0
1
0

建
物

-
-

-
-

-
-

-
-

-

工
作
物

9
,
4
9
9
,
0
4
8
,
0
7
4

-
1
2

9
,
5
4
3
,
0
4
0

7
,
5
1
7
,
2
1
6
,
5
7
0

8
,
7
3
1
,
8
0
0

-
-

1
7
,
0
3
4
,
5
3
9
,
4
9
6

そ
の
他

-
-

-
-

-
-

-
-

-

建
設
仮
勘
定

8
4
,
2
5
6
,
3
6
0

-
-

-
1
,
4
6
7
,
8
9
5
,
2
7
9

-
-

-
1
,
5
5
2
,
1
5
1
,
6
3
9

物
品

8
7
4
,
5
0
3

1
4
6
,
6
2
9
,
0
9
0

1
,
6
4
5
,
5
2
0

8
,
0
9
5
,
7
1
8

1
7
,
7
8
8
,
7
0
1

5
3
,
2
8
8
,
2
9
1

5
9
,
2
9
5
,
3
6
0

-
2
8
7
,
6
1
7
,
1
8
3

1
0
,
8
0
6
,
8
9
1
,
4
8
5
6
,
7
3
2
,
3
5
2
,
8
6
0

3
5
8
,
3
5
0
,
5
6
8

2
,
5
8
0
,
2
4
6
,
2
0
5

1
8
,
4
0
2
,
7
0
1
,
9
9
5

3
2
9
,
1
6
5
,
1
3
8

2
,
8
7
4
,
8
3
5
,
2
0
5
6
8
,
6
1
9
,
9
1
7

4
2
,
1
5
3
,
1
6
3
,
3
7
3

区
　
　
　
　
　
　
　
　
分

合
計

区
　
　
　
　
　
分

合
計
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③
投

資
及

び
出

資
金

の
明

細
市

場
価

格
の

あ
る

も
の

（
単

位
：
円

）
貸

借
対

照
表

計
上

額
取

得
原

価
評

価
差

額

株
数

・
口

数
な

ど
時

価
単

価
（
Ａ

）
×

（
Ｂ

）
取

得
単

価
（
Ａ

）
×

（
Ｄ

）
（
Ｃ

）
-
（
Ｅ

）
（
参

考
）
財

産
に

関
す

る

（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ｃ

）
（
Ｄ

）
（
Ｅ

）
（
Ｆ

）
調

書
記

載
額

-
-

-
-

-
-

-

市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

（
会

計
）
に

対
す

る
も

の
（
単

位
：
円

）

出
資

金
額

純
資

産
額

出
資

割
合

（
％

）
実

質
価

額
投

資
損

失
引

当
金

（
貸

借
対

照
表

計
上

額
）

資
産

負
債

（
Ｂ

）
-
（
Ｃ

）
資

本
金

（
Ａ

）
/
（
Ｅ

）
（
Ｄ

）
×

（
Ｆ

）
計

上
額

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る

（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ｃ

）
（
Ｄ

）
（
Ｅ

）
（
Ｆ

）
（
Ｇ

）
（
Ｈ

）
調

書
記

載
額

-
-

-
-

-
-

-
-

-

市
場

価
格

の
な

い
も

の
の

う
ち

連
結

対
象

団
体

（
会

計
）
以

外
に

対
す

る
も

の
（
単

位
：
円

）

出
資

金
額

純
資

産
額

出
資

割
合

（
％

）
実

質
価

額
貸

借
対

照
表

計
上

額

（
貸

借
対

照
表

計
上

額
）

資
産

負
債

（
Ｂ

）
-
（
Ｃ

）
資

本
金

（
Ａ

）
/
（
Ｅ

）
（
Ｄ

）
×

（
Ｆ

）
強

制
評

価
減

（
Ａ

）
-
（
Ｈ

）
（
参

考
）
財

産
に

関
す

る

（
Ａ

）
（
Ｂ

）
（
Ｃ

）
（
Ｄ

）
（
Ｅ

）
（
Ｆ

）
（
Ｇ

）
（
Ｈ

）
（
Ｉ）

調
書

記
載

額

三
重

県
農

業
信

用
基

金
協

会
9
8
0
,0

0
0

8
5
,6

0
1
,6

9
0
,2

3
7

8
1
,6

0
5
,4

1
4
,4

9
5

3
,9

9
6
,2

7
5
,7

4
2

3
,9

9
6
,2

7
5
,7

4
2

0
.0

%
9
8
0
,0

0
0

-
9
8
0
,0

0
0

9
8
0
,0

0
0

三
重

県
漁

業
信

用
基

金
協

会
2
1
,2

0
0
,0

0
0

1
6
7
,0

6
4
,2

0
4
,1

2
3

1
3
4
,1

3
1
,6

6
4
,7

7
8

3
2
,9

3
2
,5

3
9
,3

4
5

2
2
,4

9
3
,2

0
0
,0

0
0

0
.1

%
2
1
,2

0
0
,0

0
0

-
2
1
,2

0
0
,0

0
0

2
1
,2

0
0
,0

0
0

三
重

県
松

阪
食

肉
公

社
5
,3

5
0
,0

0
0

7
8
8
,8

4
2
,4

9
7

2
0
4
,7

2
2
,5

0
8

5
8
4
,1

1
9
,9

8
9

1
0
0
,0

0
0
,0

0
0

0
.9

%
5
,3

5
0
,0

0
0

-
5
,3

5
0
,0

0
0

5
,3

5
0
,0

0
0

森
林

組
合

お
わ

せ
1
2
,5

0
5
,0

0
0

3
9
3
,7

8
7
,6

6
1

1
6
9
,3

8
1
,2

3
1

2
2
4
,4

0
6
,4

3
0

2
2
4
,4

0
6
,4

3
0

5
.6

%
1
2
,5

0
5
,0

0
0

-
1
2
,5

0
5
,0

0
0

1
2
,5

0
5
,0

0
0

全
国

遠
洋

沖
合

漁
業

信
用

基
金

協
会

2
6
,7

0
0
,0

0
0

3
8
,5

8
0
,6

0
6
,9

3
1

2
6
,6

8
4
,7

3
6
,5

2
2

1
1
,8

9
5
,8

7
0
,4

0
9

8
,7

1
2
,9

5
0
,0

0
0

0
.2

%
2
6
,7

0
0
,0

0
0

-
2
6
,7

0
0
,0

0
0

2
6
,7

0
0
,0

0
0

海
山

物
産

株
式

会
社

8
,0

0
0
,0

0
0

4
2
,6

7
5
,4

6
9

4
,0

6
0
,2

8
3

3
8
,6

1
5
,1

8
6

3
0
,0

0
0
,0

0
0

2
0
.7

%
8
,0

0
0
,0

0
0

-
8
,0

0
0
,0

0
0

8
,0

0
0
,0

0
0

伊
勢

鉄
道

株
式

会
社

5
,0

5
0
,0

0
0

8
6
1
,1

5
2
,5

6
4

1
6
0
,9

7
8
,7

9
9

7
0
0
,1

7
3
,7

6
5

3
6
0
,0

0
0
,0

0
0

0
.7

%
5
,0

5
0
,0

0
0

-
5
,0

5
0
,0

0
0

5
,0

5
0
,0

0
0

株
式

会
社

Ｚ
Ｔ
Ｖ

1
0
0
,0

0
0

3
4
,9

8
9
,0

0
0

2
0
,9

9
4
,1

8
3

1
3
,9

9
4
,8

1
7

1
,0

7
0
,4

0
0
,0

0
0

0
.7

%
1
0
0
,0

0
0

-
1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

紀
伊

長
島

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

都
市

開
発

株
式

会
社

6
,4

5
0
,0

0
0

5
1
,7

4
2
,7

0
0

8
,8

3
2
,9

4
4

4
2
,9

0
9
,7

5
6

4
3
,0

0
0
,0

0
0

1
5
.0

%
6
,4

5
0
,0

0
0

-
6
,4

5
0
,0

0
0

6
,4

5
0
,0

0
0

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構

1
,0

0
0
,0

0
0

2
4
,7

5
5
,8

2
9
,0

0
0
,0

0
0

2
4
,4

8
8
,4

0
1
,0

0
0
,0

0
0

2
6
7
,4

2
8
,0

0
0
,0

0
0

1
6
,6

0
2
,0

0
0

0
.0

%
1
,0

0
0
,0

0
0

-
1
,0

0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

三
重

県
水

産
振

興
事

業
団

2
4
,7

6
0
,0

0
0

5
,9

2
1
,6

7
1
,4

1
7

5
2
0
,6

1
2
,6

3
0

5
,4

0
1
,0

5
8
,7

8
7

3
,4

3
8
,3

4
6
,7

3
4

0
.5

%
2
4
,7

6
0
,0

0
0

-
2
4
,7

6
0
,0

0
0

2
4
,7

6
0
,0

0
0

三
重

県
信

用
保

証
協

会
1
9
,0

4
5
,0

0
0

3
4
1
,9

3
7
,0

5
0
,5

6
6

3
0
6
,9

1
2
,0

7
0
,8

0
7

3
5
,0

2
4
,9

7
9
,7

5
9

2
6
,7

1
3
,6

3
9
,6

2
0

0
.1

%
1
9
,0

4
5
,0

0
0

-
1
9
,0

4
5
,0

0
0

1
9
,0

4
5
,0

0
0

三
重

県
漁

業
操

業
安

全
協

会
3
4
0
,0

0
0

1
8
4
,7

6
0
,4

8
8

0
1
8
4
,7

6
0
,4

8
8

1
6
8
,0

0
0
,0

0
0

0
.2

%
3
4
0
,0

0
0

-
3
4
0
,0

0
0

3
4
0
,0

0
0

三
重

県
救

急
医

療
情

報
セ

ン
タ

ー
1
6
0
,0

0
0

4
3
,3

9
7
,0

4
6

1
1
,7

5
3
,4

3
8

3
1
,6

4
3
,6

0
8

1
0
,5

2
0
,0

0
0

0
.5

%
1
6
0
,0

0
0

-
1
6
0
,0

0
0

1
6
0
,0

0
0

三
重

県
緑

化
推

進
協

会
1
,1

3
5
,7

2
6

3
7
9
,2

1
9
,9

8
0

5
,4

3
0
,6

1
8

3
7
3
,7

8
9
,3

6
2

3
2
5
,7

0
1
,9

6
3

0
.3

%
1
,1

3
5
,7

2
6

-
1
,1

3
5
,7

2
6

1
,1

3
5
,7

2
6

三
重

県
国

際
交

流
財

団
1
,5

7
2
,0

0
0

7
2
8
,0

9
0
,9

3
1

9
,0

1
6
,4

9
9

7
1
9
,0

7
4
,4

3
2

5
3
8
,1

0
8
,9

0
8

0
.2

%
1
,5

7
2
,0

0
0

-
1
,5

7
2
,0

0
0

1
,5

7
2
,0

0
0

三
重

県
農

林
水

産
支

援
セ

ン
タ

ー
2
,3

5
2
,0

0
0

2
,5

3
1
,6

3
7
,8

2
9

5
5
9
,4

9
4
,7

9
9

1
,9

7
2
,1

4
3
,0

3
0

1
,9

7
2
,1

4
3
,0

3
0

0
.1

%
2
,3

5
2
,0

0
0

-
2
,3

5
2
,0

0
0

2
,3

5
2
,0

0
0

暴
力

追
放

三
重

県
民

セ
ン

タ
ー

3
,1

4
5
,4

0
0

1
,0

8
2
,1

8
3
,2

8
9

4
3
4
,7

6
9

1
,0

8
1
,7

4
8
,5

2
0

1
,0

5
8
,1

0
0
,0

0
0

0
.3

%
3
,1

4
5
,4

0
0

-
3
,1

4
5
,4

0
0

3
,1

4
5
,4

0
0

三
重

県
環

境
保

全
事

業
団

4
2
6
,9

0
0

1
0
,2

0
6
,3

9
1
,6

0
1

6
,2

7
3
,7

8
9
,8

8
0

3
,9

3
2
,6

0
1
,7

2
1

9
0
0
,0

0
0
,0

0
0

0
.0

%
4
2
6
,9

0
0

-
4
2
6
,9

0
0

4
2
6
,9

0
0

三
重

県
建

設
技

術
セ

ン
タ

ー
5
4
,1

5
0

2
,4

7
6
,7

1
6
,8

0
9

7
0
8
,0

8
3
,1

0
3

1
,7

6
8
,6

3
3
,7

0
6

1
,7

6
8
,6

3
3
,7

0
6

0
.0

%
5
4
,1

5
0

-
5
4
,1

5
0

5
4
,1

5
0

地
域

活
性

化
セ

ン
タ

ー
4
2
0
,0

0
0

4
,3

4
4
,6

0
6
,2

2
2

1
4
7
,5

3
9
,4

8
6

4
,1

9
7
,0

6
6
,7

3
6

4
,1

9
7
,0

6
6
,7

3
6

0
.0

%
4
2
0
,0

0
0

-
4
2
0
,0

0
0

4
2
0
,0

0
0

1
4
0
,7

4
6
,1

7
6

2
5
,4

1
9
,0

8
4
,4

1
7
,3

6
0

2
5
,0

4
6
,5

4
0
,0

1
1
,7

7
2

3
7
2
,5

4
4
,4

0
5
,5

8
8

7
8
,1

3
7
,0

9
4
,8

6
9

-
1
4
0
,7

4
6
,1

7
6

-
1
4
0
,7

4
6
,1

7
6

1
4
0
,7

4
6
,1

7
6

合
計

相
手

先
名

銘
柄

名

-

相
手

先
名

-
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④
基

金
の

明
細

（
単

位
：
円

）

合
計

（
参

考
）
財

産
に

関
す

る

（
貸

借
対

照
表

計
上

額
）

調
書

記
載

額
　

千
円

財
政

調
整

基
金

1,
89

2,
92

0,
72

0
-

-
-

1
,8

9
2
,9

2
0
,7

2
0

1
,8

9
2
,9

2
1

減
債

基
金

1,
43

1,
83

8,
67

7
-

-
-

1
,4

3
1
,8

3
8
,6

7
7

1
,4

3
1
,8

3
9

地
域

振
興

基
金

12
,1

62
,8

94
1,

24
9,

94
8,

00
0

-
-

1
,2

6
2
,1

1
0
,8

9
4

1
,2

6
2
,1

1
1

庁
舎

等
改

築
及

び
改

修
基

金
29

,5
12

,6
83

-
-

-
2
9
,5

1
2
,6

8
3

2
9
,5

1
3

地
域

づ
く
り

事
業

基
金

47
2,

11
7,

22
1

-
-

-
4
7
2
,1

1
7
,2

2
1

4
7
2
,1

1
7

人
材

育
成

基
金

24
,6

34
,5

43
-

-
-

2
4
,6

3
4
,5

4
3

2
4
,6

3
5

福
祉

事
業

基
金

76
0,

94
0

-
-

-
7
6
0
,9

4
0

7
6
1

紀
北

町
立

養
護

老
人

ホ
ー

ム
赤

羽
寮

基
金

3,
28

3,
46

6
-

-
-

3
,2

8
3
,4

6
6

3
,2

8
3

環
境

衛
生

施
設

整
備

基
金

45
9,

79
4,

26
3

-
-

-
4
5
9
,7

9
4
,2

6
3

4
5
9
,7

9
4

中
山

間
地

域
活

性
化

推
進

基
金

1,
00

0
-

-
-

1
,0

0
0

1

中
山

間
ふ

る
さ

と
水

と
土

保
全

基
金

18
,2

94
,0

02
-

-
-

1
8
,2

9
4
,0

0
2

1
8
,2

9
4

町
営

住
宅

整
備

事
業

基
金

13
,2

35
,8

51
-

-
-

1
3
,2

3
5
,8

5
1

1
3
,2

3
5

港
湾

施
設

整
備

基
金

10
,2

16
,0

88
-

-
-

1
0
,2

1
6
,0

8
8

1
0
,2

1
6

育
英

基
金

【運
用

注
意

】
17

,4
33

,8
21

-
-

-
1
7
,4

3
3
,8

2
1

1
7
,4

3
4

ふ
る

さ
と

応
援

基
金

19
9,

50
3,

42
7

-
-

-
1
9
9
,5

0
3
,4

2
7

1
9
9
,5

0
3

交
通

安
全

対
策

事
業

基
金

64
,8

77
-

-
-

6
4
,8

7
7

6
5

紀
北

町
み

え
森

と
緑

の
県

民
税

市
町

交
付

金
基

金
0

-
-

-
0

0

土
地

開
発

基
金

(定
額

運
用

基
金

)
20

8,
58

3,
22

3
-

11
8,

95
9
,0

7
4

-
3
2
7
,5

4
2
,2

9
7

2
0
8
,5

8
3

4,
79

4,
35

7,
69

6
1,

24
9,

94
8,

00
0

11
8,

95
9
,0

7
4

-
6
,1

6
3
,2

6
4
,7

7
0

6
,0

4
4
,3

0
5

⑤
貸

付
金

の
明

細
（
単

位
：
円

）

（
参

考
）

徴
収

不
能

引
当

金
徴

収
不

能
引

当
金

計
上

額
計

上
額

47
,9

00
,1

00
0

6,
24

5
,6

0
0

0
5
4
,1

4
5
,7

0
0

47
,9

00
,1

00
0

6,
24

5
,6

0
0

0
5
4
,1

4
5
,7

0
0

種
類

現
金

預
金

有
価

証
券

土
地

そ
の

他

長
期

貸
付

金
短

期
貸

付
金

貸
付

金
計

貸
借

対
照

表
計

上
額

貸
借

対
照

表
計

上
額

そ
の

他
の

貸
付

金

　
奨

学
金

貸
付

金

合
計

合
計

相
手

先
名

ま
た

は
種

別
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⑥
長
期
延
滞
債
権
の
明
細

（単
位
：円

）
⑦
未
収
金
の
明
細

（
単
位
：
円
）

【貸
付
金
】

【貸
付
金
】

そ
の
他
の
貸
付
金

そ
の
他
の
貸
付
金

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

奨
学
金
貸
付

奨
学
金
貸
付

【未
収
金
】

【未
収
金
】

税
等
未
収
金

税
等
未
収
金

町
民
税

個
人

町
民
税

個
人

法
人

法
人

固
定
資
産
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

軽
自
動
車
税

そ
の
他
の
未
収
金

そ
の
他
の
未
収
金

分
担
金
及
び
負
担
金

分
担
金
及
び
負
担
金

使
用
料
・手

数
料

使
用
料
・手

数
料

財
産
運
用
収
入

財
産
運
用
収
入

雑
入

雑
入

0

4E
+0
7

3E
+0
6

9E
+0
6

32
11
86

1E
+0
7

1E
+0
7

2E
+0
6

59
74
73

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

徴
収
不
能
引
当
金
計
上
額

相
手
先
名
ま
た
は
種
別

貸
借
対
照
表
計
上
額

0

35
,1
53
,1
51

0
0

0

8,
07
2,
70
0

0
1
,5
8
0
,8
0
0

0

小
計

43
,2
25
,8
51

0
小
計

1
,5
8
0
,8
0
0

15
,4
36
,3
35

3,
31
6,
84
7

8
,2
3
2
,2
3
7

1
0
0

25
,3
57
,2
46

12
,5
96
,1
39

8
,8
1
7
,3
0
6

2
9
20

3
,9
7
8 0

12
,6
03
,2
00

0
1
,6
0
1
,4
8
0

0

合
計

10
2,
85
5,
90
2

16
,9
34
,9
72

合
計

2
2
,9
4
2
,2
0
0

4
,3
6
9

0
0

2
9
,7
9
0

0

4
,3
6
9

2
5
1
,4
0
7

0

小
計

59
,6
30
,0
51

16
,9
34
,9
72

小
計

2
1
,3
6
1
,4
0
0

2,
60
5,
60
0

71
1,
47
3

3
0
3
,9
0
0

3,
32
0,
67
0

21
4,
34
6

1
,7
4
4
,0
6
0

30
7,
00
0

96
,1
67

3
8
1
,2
2
0

0
0
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（２
）負

債
項

目
の

明
細

①
地

方
債

（借
入

先
別

）の
明

細 97
,6

70
,1

41

56
,0

53
,7

93

37
,4

40
,4

64

17
2,

91
9,

83
9

4,
77

9,
99

3,
60

9

2,
79

5,
61

2,
40

8

4,
12

0,
32

5,
14

9

45
,7

82
,6

97

10
,6

00
,0

00

12
,1

16
,3

98
,1

00

（
単

位
：
円

）

1,
26

9,
45

1,
2
34

6,
35

6,
62

0,
90

0
86

6,
93

4,
14

1
8
1
4
,4

0
2
,3

3
6

1
,5

0
3
,2

9
6
,7

2
3

2
,5

7
5
,1

4
4
,0

0
0

そ
の

他
0

10
,6

00
,0

00

減
税

補
て

ん
債

11
,1

91
,2

28
45

,7
82

,6
97

臨
時

財
政

対
策

債
33

0,
85

6,
69

0
3,

33
7,

98
9,

86
7

63
6,

83
8,

55
9

1
4
5
,4

9
6
,7

2
3

【特
別

分
】

そ
の

他
33

5,
27

0,
80

9
2,

57
9,

09
1,

01
9

21
6,

52
1,

38
9

一
般

単
独

48
1,

40
2,

99
7

36
,4

87
,2

73
8
1
0
,5

6
2
,3

3
6

2
,5

7
5
,1

4
4
,0

0
0

教
育

・福
祉

施
設

43
,6

97
,9

54
16

9,
07

9,
83

9
3
,8

4
0
,0

0
0

1
,3

5
7
,8

0
0
,0

0
0

災
害

復
旧

9,
94

1,
70

7
37

,4
40

,4
64

公
営

住
宅

建
設

19
,1

20
,2

33
42

,4
79

,6
00

13
,5

74
,1

93

一
般

公
共

事
業

37
,9

69
,6

16
97

,6
70

,1
41

市
中

銀
行

そ
の

他

金
融

機
関

そ
の

他

【通
常

分
】

種
類

政
府

資
金

地
方

債
残

高

う
ち

1
年

内
償

還
予

定

地
方

公
共

団
体

金
融

機
構
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②
地
方
債
（利

率
別
）の

明
細

（
単
位
：
円
）

（
参
考
）

加
重
平
均

利
率

1
2
,1
1
6
,3
9
8
,1
0
0

11
,3
93
,9
92
,0
02

61
9,
16
2,
27
9

12
,2
79
,9
60

68
,2
97
,5
86

22
,6
66
,2
73

0
0

0
.4
8
%

1
1
,5
9
3
,3
1
7
,9
8
4

③
地
方
債
（返

済
期
間
別
）の

明
細

（
単
位
：
円
）

22
2,
90
0,
00
0

0
0

6,
69
0,
00
0

26
,9
00
,0
00

5,
54
7
,2
0
2
,5
1
3
3
,5
6
7
,9
3
9
,1
8
3
2
,2
2
1
,6
8
6
,2
8
8

5
2
3
,0
8
0
,1
1
6

1
2
,1
1
6
,3
9
8
,1
0
0

④
特
定
の
契
約
条
項
が
付
さ
れ
た
地
方
債
の
概
要

（単
位
：
円
）

－

契
約
条
項
の
概
要

3
.5
％
超

4.
0
％
以
下

4
.0
％
超

地
方
債
残
高

1年
以
内

1年
超

2年
以
内

2年
超

3年
以
内

3年
超

4年
以
内

4年
超

5年
以
内

特
定
の
契
約
条
項
が
付

さ
れ
た
地
方
債
残
高

該
当
な
し

5
年
超

10
年
以
内

1
0
年
超

1
5
年
以
内

12
,1
16
,3
98
,1
00

1
5
年
超

2
0
年
以
内

2
0
年
超

1.
5％

以
下

1.
5％

超
2.
0％

以
下

12
,1
16
,3
98
,1
00

2.
0％

超
2.
5％

以
下

2.
5％

超
3.
0％

以
下

3.
0％

超
3.
5％

以
下

地
方
債
残
高
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⑤
引

当
金

の
明

細
（
単

位
：
円

）

徴
収

不
能

引
当

金
（固

定
資

産
）

徴
収

不
能

引
当

金
（流

動
資

産
）

退
職

手
当

引
当

金

賞
与

等
引

当
金

1
,2

4
1
,8

1
7
,1

3
8

合
計

1,
30

6,
17

4,
33

4

本
年

度
減

少
額

本
年

度
末

残
高

10
9,

64
0,

7
8
9

-
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

1
6
,9

3
4
,9

7
2

4
,3

6
9

1
,1

0
8
,8

4
6
,9

9
2

1
1
6
,0

3
0
,8

0
5

95
,0

7
8

  
  
  
  
  
  
  
  
  

-
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

22
3,

10
2,

0
7
7

-
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

3,
35

9,
13

2
  
  
  
  
  
  
  

-
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

15
0,

40
4,

12
0

目
的

使
用

そ
の

他

33
6,

19
7,

0
7
6

-
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

区
分

前
年

度
末

残
高

本
年

度
増

加
額

98
6

1,
18

1,
54

4,
94

9

10
9,

64
0,

78
9

98
,4

61
  
  
  
  
  
  
  
  
  

11
6,

03
0,

80
5

27
1,

83
9,

88
0

14
,9

87
,6

10
5,

30
6,

49
4
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２
．

行
政

コ
ス

ト
計

算
書

の
内

容
に

関
す

る
明

細

（
１

）
補

助
金

等
の

明
細

（
単

位
：
円

）
金

額
支

出
目

的
他

団
体

へ
の

公
共

施
設

等
整

備
補

助
金

三
重

県
地

域
交

通
体

系
整

備
基

金
市

町
負

担
金

三
重

県
4
,7

3
3
,0

0
0

（
所

有
外

資
産

分
）

東
紀

州
地

域
振

興
事

業
負

担
金

（
観

光
D

M
O

推
進

事
業

負
担

金
）

三
重

県
2
,1

4
5
,2

0
0

国
補

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

負
担

金
三

重
県

1
,4

2
4
,3

0
0

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

三
重

県
1
,7

7
0
,0

0
0

港
湾

改
修

地
元

負
担

金
三

重
県

5
,3

4
0
,7

0
0

国
補

港
湾

改
修

事
業

費
三

重
県

2
,4

0
2
,8

5
0

漁
業

振
興

対
策

整
備

事
業

9
,2

8
3
,0

0
0

障
害

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

緊
急

整
備

事
業

補
助

金
民

間
事

業
者

1
5
,0

0
0
,0

0
0

紀
北

町
木

造
住

宅
建

築
促

進
事

業
補

助
金

（
町

内
・
町

外
）

補
助

対
象

者
2
,0

0
0
,0

0
0

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
補

助
金

補
助

対
象

者
1
1
,9

0
3
,0

0
0

通
常

ご
み

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

更
新

等
助

成
金

自
治

会
8
5
8
,5

0
0

街
路

灯
新

設
事

業
助

成
金

自
治

会
5
9
8
,9

9
6

集
会

所
維

持
管

理
交

付
金

自
治

会
2
,7

0
0
,0

0
0

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
金

自
治

会
1
0
,0

0
0
,0

0
0

7
0
,1

5
9
,5

4
6

　
そ

の
他

の
補

助
金

等
紀

北
町

社
会

福
祉

協
議

会
助

成
事

業
補

助
金

6
5
,1

5
0
,0

0
0

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

対
策

事
業

費
補

助
金

合
同

会
社

1
0
,6

5
8
,3

3
3

保
育

所
委

託
運

営
費

私
立

保
育

所
4
3
7
,1

8
0
,1

7
3

紀
北

町
公

的
病

院
等

運
営

費
補

助
金

回
生

病
院

3
0
,0

0
0
,0

0
0

救
急

医
療

体
制

事
業

負
担

金
尾

鷲
総

合
病

院
1
7
,5

2
8
,6

4
0

紀
北

町
自

主
防

災
会

活
動

補
助

金
自

治
会

3
,4

5
5
,1

9
1

小
規

模
経

営
改

善
普

及
事

業
補

助
金

1
1
,6

2
0
,0

0
0

三
重
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一般会計等財務書類 注記 

 

 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

①有形固定資産・・・・・・・・・別紙「固定資産開始時簿価算定に係る会計方針」 

②無形固定資産・・・・・・・・・別紙「固定資産開始時簿価算定に係る会計方針」 

 （２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

    ①出資金 

     ア 市場価格のあるもの・・・・・該当なし 

     イ 市場価格のないもの・・・・・出資金額 

      ただし、出資先の財政状態の悪化により出資金の価値が著しく低下した場合には、相当 

の減額を行うこととしております。 

なお、出資金の価値の低下割合が 30％以上である場合には、「著しく低下したとき」に 

該当するものとしております。 

 （３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

    該当なし 

 （４）有形固定資産等の減価償却の方法 

    ①有形固定資産・・・・・・・・・別紙「固定資産開始時簿価算定に係る会計方針」 

    ②無形固定資産・・・・・・・・・別紙「固定資産開始時簿価算定に係る会計方針」 

 （５）引当金の計上基準及び算定方法 

    ①投資損失引当金・・・・・・・・該当なし 

②徴収不能引当金 

     未収金、長期延滞債権については、過去 3年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額 

を計上しています。 

    ③退職手当引当金 

     地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額にかかる負担見込額算定方法に従って 

    おります。 

    ④損失補償等引当金・・・・・・該当なし 

    ⑤賞与等引当金 

     翌年度 6月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込 

額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

 （６）リース取引の処理方法 

    ①ファイナンス・リース取引 

 ア 所有権移転ファイナンス・リース（リース期間が 1年以内のリース取引及びリース料総 

  額が 300万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

      ・・・・・・通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

     イ ア以外のファイナンス・リース取引 

      ・・・・・・通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

②オペレーティング・リース取引 

      ・・・・・・通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 
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 （７）資金収支計算書における資金の範囲 

    現金及び現金同等物（紀北町資金管理運用方針において、歳計現金等の保管方法として規定 

した預金等をいいます。） 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを 

含んでいます。 

 （８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

    ①物品及びソフトウェアの計上基準 

     物品については、取得価額又は見積価格が 50万円（美術品は 300万円）以上の場合に資産 

    として計上しています。 

     ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

    ②歳計外現金 

     財務会計システムの都合上、特別会計における歳計外現金については一般会計に計上して 

    います。 

    ③長期延滞債権・未収金計上基準 

     平成 30年度より、分担金及び負担金と使用料・手数料、財産運用収入、雑入を追加して 

    計上しています。 

 

２ 追加情報 

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

   ①一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

    ・一般会計 

   ※国保、介護、後期高齢者特別会計及び公営企業会計については該当いたしません。 

   （地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 2条） 

   ②地方自治法第 235条の 5に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整 

理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

③地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のとおり 

です。 

 

 

 

④利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額・・・・・5,072千円 

⑤繰越事業に係る将来の支出予定額・・・・・・・・・・・・・・・ 43,740千円 

 （２）貸借対照表に係る事項 

    ①地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額 

に含まれることが見込まれる金額・・・・・・10,293,309千円 

②地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとお 

りです。 

将来負担額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15,608,026千円 

充当可能基金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,807,680千円 

特定財源見込額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・56,053千円 

地方債現在高に係る基準財政需要額算入見込額・・・・・10,489,261千円 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ － 6.4 5.2 
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元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額・・・・10,293,309千円 

標準財政規模・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,949,095千円 

 （３）純資産変動計算書に係る事項 

    純資産における固定資産等形成分及び剰余分（不足分）の内容 

①固定資産等形成分 

 固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

②剰余分（不足分） 

 純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 （４）資金収支計算書に係る事項 

   ①基礎的財政収支・・・・・・・・114,732,393円 

   ②既存の決算情報との関連性 

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 10,927,370,263円 10,541,030,327円 

財務書類の対象となる会計の範囲の相違に伴う差額 － － 

繰越金に伴う差額 511,493,484円 － 

内部相殺 － － 

資金収支計算書 10,415,876,779円 10,541,030,327円 

   ③資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

   資金収支計算書 

    業務活動収支 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・609,597,298円 

    投資活動収入の国県等補助金収入 ・・・・・・・・・・208,930,289円 

    未収債権、未払債務等の増加（減少）・・・・・・・△3,399,664,306円 

    減価償却費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1,624,272,035円 

    賞与等引当金繰入額 ・・・・・・・・・・・・・・・・116,030,805円 

    退職手当引当金繰入額 ・・・・・・・・・・・・・・・   － 

    徴収不能引当金繰入額 ・・・・・・・・・・・・・・・・5,404,945円 

    資産除売却（損）・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・52,652,373円 

   純資産変動計算書の本年度差額・・・・・・・・・・・・△784,296,327円 

  ④一時借入金 

   資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

   なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

       一時借入金の限度額・・・・・1,000,000千円 

       一時借入金に係る利子額・・・・・・・0千円 

 

 ３ その他 

平成 30 年度財務書類に作成に当たって、過年度分の修正を行ったため、平成 30 年度純資産変動

計算書における「前年度末残高」が、平成 29年度純資産変動計算書における「当年度末残高」と一

致しない状態となっておりますが、平成 30年度の数値が正しいものとみなします。 
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（単位：円）

金　　額 金　　額
【資産の部】 【負債の部】
固定資産 50,739,513,214 固定負債 14,471,185,343
有形固定資産 45,992,459,974 地方債等 12,299,070,136
事業用資産 23,128,333,149 長期未払金 -
土地 5,679,065,015 退職手当引当金 1,108,846,992
立木竹 7,752,387,951 損失補償等引当金 -
建物 28,676,336,406 その他 1,063,268,215
建物減価償却累計額 △ 20,164,219,097 流動負債 1,605,152,072
工作物 1,655,420,673 １年内償還予定地方債等 1,400,552,356
工作物減価償却累計額 △ 1,135,733,265 未払金 3,634,980
船舶 - 未払費用 -
船舶減価償却累計額 - 前受金 -
浮標等 - 前受収益 -
浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 132,239,972
航空機 - 預り金 68,724,764
航空機減価償却累計額 - その他 -
その他 - 16,076,337,415
その他減価償却累計額 - 【純資産の部】
建設仮勘定 665,075,466 固定資産等形成分 52,682,459,534

インフラ資産 22,068,131,098 余剰分（不足分） △ 15,250,754,624
土地 333,145,598 他団体出資等分 -

建物 516,067,589

建物減価償却累計額 △ 247,401,299

工作物 49,137,981,053

工作物減価償却累計額 △ 29,230,656,482

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 1,558,994,639

物品 3,862,274,346

物品減価償却累計額 △ 3,066,278,619

無形固定資産 41,090,292

ソフトウェア 32,792,292

その他 8,298,000

投資その他の資産 4,705,962,948

投資及び出資金 140,746,176

有価証券 19,600,000

出資金 67,735,000

その他 53,411,176

長期延滞債権 187,619,778

長期貸付金 47,900,100

基金 4,375,949,729

減債基金 1,431,838,677

その他 2,944,111,052

その他 16,205,835

徴収不能引当金 △ 62,458,670

流動資産 2,768,529,111

現金預金 767,705,706

未収金 50,623,905

短期貸付金 6,245,600

基金 1,936,700,720

財政調整基金 1,936,700,720

減債基金 -

棚卸資産 7,352,442

その他 -

徴収不能引当金 △ 99,262

繰延資産 - 37,431,704,910

53,508,042,325 53,508,042,325資産合計

負債合計

純資産合計

負債及び純資産合計

全体貸借対照表
（平成３１年　３月３１日現在）

科　　　　　　目 科　　　　　　目
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（単位：円）

金　　　額

経常費用 11,857,211,817
業務費用 6,239,099,389
人件費 1,624,894,317
職員給与費 1,398,131,840
賞与等引当金繰入額 131,683,822
退職手当引当金繰入額 -
その他 95,078,655

物件費等 4,404,628,499
物件費 1,824,889,122
維持補修費 631,963,894
減価償却費 1,825,456,406
その他 122,319,077

その他の業務費用 209,576,573
支払利息 91,467,332
徴収不能引当金繰入額 16,796,552
その他 101,312,689

移転費用 5,618,112,428
補助金等 4,955,823,802
社会保障給付 660,323,700
その他 1,964,926

経常収益 3,063,029,389
使用料及び手数料 488,654,430
その他 2,574,374,959

純経常行政コスト △ 8,794,182,428
臨時損失 54,825,819
災害復旧事業費 1,230,800
資産除売却損 52,652,373
損失補償等引当金繰入額 -
その他 942,646

臨時利益 72,697,957
資産売却益 -
その他 72,697,957

純行政コスト △ 8,776,310,290

全体行政コスト計算書
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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（単位：円）

合計
固定資産等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 38,389,724,928 53,045,281,160 △ 14,655,556,232 -
純行政コスト（△） △ 8,776,310,290 △ 8,776,310,290 -
財源 7,968,743,489 7,968,743,489 -
税収等 6,756,625,809 6,756,625,809 -
国県等補助金 1,212,117,680 1,212,117,680 -

本年度差額 △ 807,566,801 △ 807,566,801 -
固定資産の変動（内部変動） △ 383,153,045 383,153,045
有形固定資産等の増加 1,447,756,928 △ 1,447,756,928
有形固定資産等の減少 △ 1,684,839,656 1,684,839,656
貸付金・基金等の増加 558,633,996 △ 558,633,996
貸付金・基金等の減少 △ 704,704,313 704,704,313

資産評価差額 - -
無償所管換等 20,331,419 20,331,419
他団体出資等分の増加 - -
他団体出資等分の減少 - -
その他 △ 170,784,636 △ 170,784,636
本年度純資産変動額 △ 958,020,018 △ 362,821,626 △ 595,198,392 -
本年度末純資産残高 37,431,704,910 52,682,459,534 △ 15,250,754,624 -

全体純資産変動計算書
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目

-27-



（単位：円）

金　　　額

【業務活動収支】
業務支出 10,060,956,030
業務費用支出 4,442,843,602
人件費支出 1,617,374,954
物件費等支出 2,585,850,998
支払利息支出 93,317,552
その他の支出 146,300,098

移転費用支出 5,618,112,428
補助金等支出 4,955,823,802
社会保障給付支出 660,323,700
その他の支出 1,964,926

業務収入 10,796,906,434
税収等収入 6,755,611,839
国県等補助金収入 993,333,391
使用料及び手数料収入 474,449,750
その他の収入 2,573,511,454

臨時支出 1,271,101
災害復旧事業費支出 1,230,800
その他の支出 40,301

臨時収入 9,854,000
業務活動収支 744,533,303
【投資活動収支】
投資活動支出 2,157,386,385
公共施設等整備費支出 1,654,261,727
基金積立金支出 495,444,658
投資及び出資金支出 -
貸付金支出 7,680,000
その他の支出 -

投資活動収入 930,787,305
国県等補助金収入 275,119,696
基金取崩収入 638,564,824
貸付金元金回収収入 10,008,665
資産売却収入 4,779,305
その他の収入 2,314,815

投資活動収支 △ 1,226,599,080
【財務活動収支】
財務活動支出 1,357,793,308
地方債等償還支出 1,357,793,308
その他の支出 -

財務活動収入 1,642,502,940
地方債等発行収入 1,625,252,000
その他の収入 17,250,940

財務活動収支 284,709,632
本年度資金収支額 △ 197,356,145
前年度末資金残高 896,337,087
本年度末資金残高 698,980,942

前年度末歳計外現金残高 59,993,552
本年度歳計外現金増減額 8,731,212
本年度末歳計外現金残高 68,724,764
本年度末現金預金残高 767,705,706

全体資金収支計算書
自　平成３０年　４月　１日
至　平成３１年　３月３１日

科　　　　　　　　　目
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固定資産開始時簿価算定 

に係る会計方針 

 

 

 

 

 

 

 
平成２９年３月１５日設定 
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総則 

 

１．目的 

 本会計方針は、統一的な財務書類等の作成基準（以下「統一的な基準」）に基づき開始貸借対

照表を作成する際に必要となる適切な固定資産評価額を把握するために作成される固定資産台

帳の整備を統一的に運用することを目的としている。 

 

 

２．固定資産の定義 

固定資産とは、販売目的でなくかつ継続的に地方自治体で使用することを目的とする財産のこ

とをいう。固定資産は流動資産と共に「資産」を構成する。 

 

 

３．取得原価、一単位の区分、耐用年数 

取得原価、一単位の区分、耐用年数は、固定資産の勘定科目ごとに設定する。下記＜勘定科目

別評価方法＞を参照。 

 有形固定資産の取得価額は、当該資産の取得にかかる直接的な対価のほか、「企業会計原則」

第三－五－Ｄに準拠して、原則として当該資産の引取費用等の付随費用を含めて算定した金額と

する。 

 

 

４．資本的支出と修繕費の区分 

 固定資産のうち、償却資産に対して修繕等を行った場合は、修繕等に係る支出が当該償却資産

の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるかどうかを判断し、認めら

れる部分に対応する金額を資本的支出（固定資産の取得時及び取得後の支出のうち、当該資産の

取得価額に加えるべき支出）として資産に計上する。具体的な判断は、下記の表でまとめた「法

人税基本通達」第７章第８節の例示を参考にする。区分が不明な場合は、同通達に基づき、①金

額が６０万円未満の場合、または②固定資産の取得価額等のおおむね１０％相当額以下である場

合には、修繕費として取り扱うこととする。 

また、既存の償却資産に対して行った資本的支出については、その支出金額を固有の取得価額

として、既存の償却資産と種類及び耐用年数を同じくする別個の資産を新規に取得したものとし

て、その種類と耐用年数に応じて減価償却を行っていくこととする。 
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５．減価償却方法 

償却対象の固定資産については、毎会計年度において減価償却を行うものとし、減価償却は、

種類の区分ごとに定額法によって行うものとする。なお、開始時の道路、河川及び水路に係る減

価償却につき、資産の構成部分ごとの把握が困難な場合等においては、簡便的な減価償却の方法

として、道路等の類似した一群の資産を一体として総合償却する方法を採用する。また、取替法

については今後の検討課題とし、当面は適用しない。 

償却資産の各会計年度の減価償却額は、当該固定資産の当該会計年度期首における取得価額等

に、耐用年数に応じた償却率を乗じて算出した金額とする。償却資産に係る耐用年数及び償却率

については、原則として「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（昭和４０年大蔵省令第１

５号。以下、「耐用年数省令」とする。）に従うこととし、端数が生じた場合においては、１円未

満を切り捨てる。 

なお、減価償却資産について取得日が不明な場合、取得日を昭和５５（１９８０）年４月１日

とみなして計算することとした。 
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＜勘定科目別評価方法＞ 

１．土地 

（１）取得原価 

原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、道路、河川及び水路

の敷地のうち、事業費が不明なものは、原則として備忘価額１円とする。それ以外に事業費等が

不明な場合については、課税地における大字及び地目別に算定した平均単価に面積を乗じて算定

した額とする。 

（２）一単位の区分 

 「筆」を基本として適宜定める。 

（３）耐用年数 

非償却資産であるため、耐用年数は考えない。 

 

 

２．建物 

（１）取得原価 

原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なも

のについては、共済基準額とする。共済基準額が無いものについては、延べ床面積に「資産評価

及び固定資産台帳整備の手引き」（以下、「手引き」とする。）別紙７建物に係る構造・用途別単

価に基づく延べ床面積当たりの単価を乗じて算定した額とする。 

（２）一単位の区分 

 「棟」を基本として適宜定める。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、原則として、耐用年数省令を参考にして決定する。 

 

 

３．建物付属設備 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なも

のについては、次のとおりとする。 

建物との区分が困難な場合については、建物本体と一体とみなし建物の評価額に含め、建物付

属設備については、備忘価額として 1円とする。 

なお、平成２７年４月１日時点において、耐用年数が到来したものは、償却が完了しているこ

とから備忘価額として 1円とする。事業費の判明する類似した建物付属設備がある場合には、類

似した建物付属設備の事業費の平均単価とする。 

（２）一単位の区分 

 一体として機能する単位を一単位と定める。 
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（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、原則として、耐用年数省令を参考にして決定する。 

 

 

４．工作物（一般） 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なも

のについては、次のとおりとする。 

 街路灯については、判明する街路灯修繕工事にかかる事業費に国土交通省が公表するデフレー

ターを用いて算定された取得年における価額とする。舗装工事及びフェンスについては、事業費

の判明する当該工作物の平均単価により算定した再調達価格に基づき、国土交通省の公表するデ

フレーターを用いて算定された当該工作物の取得年における額とする。物置、倉庫については、

延べ床面積に手引き別紙７建物に係る構造・用途別単価に基づく延べ床面積当たりの単価を乗じ

て算定した再調達価格とする。 

平成２７年４月１日時点において、耐用年数が到来したものは、固定資産台帳開始時において

償却が完了していることから、備忘価額として 1円とする。利用価値、売却価値のない及び重要

性がないとみなされるものも、備忘価額として 1円とする。上記以外の工作物に関しては、手引

き第 90項、91項に基づき、ホームページ等に掲載される類似品価格、事業費の判明する類似品

のから算定された再調達価格とする。 

（２）一単位の区分 

 一体として機能する単位を一単位と定める。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、原則として、耐用年数省令を参考にして決定する。 

 

 

５．工作物（道路・農道・林道） 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なも

のについては、次のとおりとする。 

工作物（道路）については、実績から求めた幅員別メートルあたりの単価（下表を参照のこと。）

に国土交通省が公表するデフレーターを考慮し、各路線のメートルを乗じて算定した額とする。 

工作物（道路）単価                                  （単位：円/㎡） 

  幅員 9.0m以上 幅員 5.5～9.0m 幅員 4.0～5.5m 幅員 4.0m未満 

道路 118,000 88,000 77,000 51,000 

 

 

工作物（林道）については、新設林道、改良工事の施された林道、舗装工事が施された林道の区分
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ごとに実績から求めた幅員別メートル当たり単価（下表を参照のこと。）に国土交通省が公表するデフレ

ーターを考慮し、各路線のメートルを乗じて算定した額とする。 

工作物（林道）単価                       （単位：円/㎡） 

  区分 幅員 4.0～5.5m 幅員 4.0m未満 

林道 

新設 85,218 37,368 

改良 7,229 7,229 

舗装 32,001 20,211 

 

舗装された工作物（農道）については、幅員ごとに実績から算出した平均単価（下表を参照のこと。）

にデフレーターを考慮し、各路線のメートルを乗じて算定した額とする。舗装がなされていない工作物

（農道）については、舗装された工作物（農道）にて求めた単価の２分の１に各路線のメートルを乗じて

算定した額とする。 

 

工作物（農道）単価                              （単位：円/㎡） 

  区分 幅員 5.5～9.0m 幅員 4.0～5.5m 幅員 4.0m未満 

農道 
舗装 48,840 32,000 20,200 

未舗装 24,420 16,000 10,100 

 

（２）一単位の区分 

 路線（区間）単位を基本として適宜定める。 

（３）耐用年数 

道については、手引き別紙３－１「耐用年数表」の「耐用年数」に基づき、一律５０年とする。 

 

 

６．工作物（橋梁） 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なものにつ

いては、公共施設等更新費用試算ソフト仕様書（平成 28年版）の面積当たり単価（下表参照）に基づき

算定した再調達価格とする。 

                              （単位：円/㎡） 

種類 単価 

ＲＣ橋､ＰＣ橋、石橋､木橋 413,000 

鋼橋 500,000 

     

（２）一単位の区分 

 原則として、各橋梁を一単位とする。 
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（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令における６０年を採用する。 

 

 

７．工作物（トンネル) 

（１）取得原価 

 実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なものについては、次

のとおりとする。 

事業費の判明する類似した工作物（トンネル）がある場合には、類似した工作物（トンネル）の事業費

から算定したメートル当たり単価に国土交通省が公表するデフレーターを用いて算定した各工作物（ト

ンネル）のメートル当たり単価に各工作物（トンネル）のメートルを乗じて算定した額とする。平成２７年４

月１日時点において、耐用年数が到来したものは、償却が完了していることから、備忘価額として 1円と

する。 

（２）一単位の区分 

 原則として、各トンネルを一単位とする。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令における７５年を採用する。 

 

 

８．工作物（公園) 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、詳細が不明な場合について

は、公園を構成する工作物の査定が困難であることから備忘価格として１円とする。 

（２）一単位の区分 

 原則として、各公園を一単位とする。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令の「その他の緑化施設」の耐用年数２０年とする。 

 

 

９．工作物（水路） 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なものにつ

いては、１円で評価する。 

（２）一単位の区分 

 原則として、各工事案件を一単位とする。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令に従って３０年とする。ただし、付随する設備に関しては６年
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とする。 

 

 

１０．工作物（河川・池沼) 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なものにつ

いては、１円で評価する。 

（２）一単位の区分 

 基本的に、各工事案件を一単位とする。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令に従って３０年とする。 

 

 

１１．工作物（水門、樋門) 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。判明する工作物の面積当たり単価

を算定し、面積を乗じて算定した再調達価額とする。 

（２）一単位の区分 

 一体として機能する単位を一単位と定める。 

（３）耐用年数 

 樋門については、手引き第４５項に基づき、耐用年数省令に従って２５年とする。 

防潮扉については、総務省通達「「地方公営企業方の適用を受ける簡易水道事業等の勘定科目等に

ついて」の取扱いについて」（平成２４年１０月１９日改正）にて指示された耐用年数３３年とする。 

 

 

１２．工作物（防火水槽） 

（１）取得原価 

 原則として、実際の事業費に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、事業費等が不明なものにつ

いては、２０㎡の場合と４０㎡の場合のそれぞれで事業費が判明する工作物から算定された平均単価と

する。 

（２）一単位の区分 

 原則として、各工事案件を一単位とする。 

（３）耐用年数 

井戸については、手引き第４５項に基づき、耐用年数省令に従って６０年とする。防火水槽について

は、総務省令に基づき、３０年とする。 
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１３．物品 

（１）取得原価 

 原則として、実際の購入価格に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、平成２７年４月１日時点に

おいて耐用年数が到来しているものは、償却が完了していることから、備忘価額 1 円として評価する。ま

た、手引き第６５項に基づき、地方自治法第２３９条第１項に規定するもので、原則として取得価額また

は見積価格が５０万円（美術品は３００万円）以上の場合に、資産として計上し、再評価は行わないことと

する。 

（２）一単位の区分 

 原則として、各物品を一単位とする。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、原則として、耐用年数省令を参考にして決定する。 

 

 

１４．無形固定資産 

（１）取得原価  

 実際の購入価格に付随費用を加えた合計の額とする。ただし、電話加入権については、財産評価基

本通達を参考に１回線１,５００円とする 

（２）一単位の区分 

 一体として機能する単位を一単位と定める。 

（３）耐用年数 

手引き第４５項に基づき、耐用年数省令における５年とする。ただし、電話加入権については非償却

資産であるため、耐用年数は考えない。 

 

 

１５．立木竹 

（１）取得原価 

 スギ、ヒノキ、マツについては、手引き第 78項に基づき、他に合理的な算定方法がないため、三重県

森林組合連合会の保険額のヘクタール当たり評価単価に立木の植栽面積を乗じて算定した額とする。

その他の立木については、手引き第８０項に基づき、資産として価値が無視できる立木竹（雑木等）に該

当することから、備忘価額として 1円とする。 

（２）一単位の区分 

 原則として、林班を一単位とする。 

（３）耐用年数 

 非償却資産であるため、耐用年数は考えない。 

以上 
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